


 

ぼくたちおばけは、ボロボロ っていう の に んでいるんだ。

　そこは、 れもされてこなかった に、ぐるりとかこまれた 。

なんか、 の に のつるとかが、びっしりとかぶさっている。

そこら が「 お け」って呼んでもいいような なんだ。

ぼくの は、

その の の で らしている。

 

 

 

 

山
やま

森
もり

中
なか

住
す

手入
てい

里山
さとやま

森
もり

夏
なつ

木
き

枝
えだ

葛
くず

中
じゅう

緑
みどり

化
ば

場所
ばしょ

家族
かぞく

森
もり

木
き

上
うえ

暮
く



 

 
だいたい、おばけって でうまれるんだよ。

 

その は　 、オレンジ、 、 、 、 、 、の七 なの。

 

は、 のあかんぼお けの に ているんだって。

 
ぼくのお ちゃんのは、 みたいな の 。

 

うまれたときから　とっても で

 

「ヒャオヒャオ　ヒャオヒャオ」って、

うみたいな き を ててうまれたんだって。
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ぼくの は、 だった。

 

ぼくは、なかなかうまれてこなかったんだ。

 

ちくたびれたおねえちゃんが、ぼくの に っかって

 

、「あかちゃん、あかちゃん。わたしが、おねえちゃんですよ。

く ておいで。いっしょに ぼう」

 って んだんだって。　

 

その を えているような がする
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そうしてずいぶん く の にいたよ。

 

でもやっとうまれてきて、赤ん坊のおばけになった

 

うまれてきたときは　

 
「フヒャアー」と、あくびばかりして　 かなかったんだって。

 
でも は、しょっちゅう いてるよ
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お けは、

おかあさんのふわふわおなかの にもぐるのが、 き。

 

きっと　 だったときおなかの にもぐっていたんだね。

 
 
ある 、いい でお さんのおなかの にもぐっていた。

 

そこへ、お ちゃんが来て、ぼくをひきずりだすんだ。　
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「いやーん。お さんのおなかの はぼくの 。

 

おねえちゃんは、あっちに きなさい」

 

 

だって、おねえちゃんは、もう の を くこともできるし、

 

だの、ふくろうだの、のねずみだのと、いっぱい び もいるんだよ。

 
 
あかちゃんじゃなくて、もう だよ。　
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でも、おねえちゃんはぼくを ろして、こう うんだ。　

 

「お は、ほんとにワカランチンだねえ。

 

お さんのおなかの は、

 

あんたが、 になるずっと から、あたしの だったんだよ」

 

ぼくはビックリした。

 

「じゃあ、そのときぼくは、どこにいたの？」

 

おねえちゃんは

 

らない。そんなこと」
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なんだかとっても りない になって、わあわあと泣いたよ。
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お さんが、ぼくを っこして　

 

「ぼうやはそのころ、お さんのまわりで、

 

きらきら るひかりになってて、くるくる回っていたのよ」

 

そう って、ぼくを で く く ち上げてくるくるまわした。

 

の で の もキラキラ った。

 
 

母
かあ

抱
だ

母
かあ

光
ひか

言
い

両手
りょうて

高
たか

高
たか

持
も

木
き

上
うえ

木
こ

葉
は

光
ひか



 

 

 

ぼくは、うれしくなって

おかあさんのほっぺにほっぺをつけて　

 

 
 

「お さんが き。大きくなったら、

お さんと するんだ！」
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おねえちゃんが、おかあさんのおなかの から を した。

 

「ほんとに、

あんたは、ワカランチンだねえ。

お さんと できるわけないでしょうが！」

 

「エーッ！なんで？」
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「だって、

お さんは、もうお父さんと してるんだよ」

 

 

なんだかとってもさびしくなって、

 

さめざめと いた
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ぼくは、 を りて に て くことにした。

あかちゃんお けではなく、 お けになるために。

 

森の中を いていくと、 がどんどん きくなるような がした。

 

なんだか、 くなってきたような もした。

 

なんだか、 いお けが、いるような がした。
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「うわあ!!」

 
 

　 をふみはずしたら、 る る る。

を り ちて さな の へ出てきた。

 

そこには、 かいる。
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「なに、あれ！お けじゃないよ。なんか、　 なもの」

 

そいつに いかけられて、さっき った を った。

 

うしろから たそいつは、いつの にかぼくと んで を上ってる。

 
 

きく が けていて、

 

い が れていて、
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それに いし。

 
 
 

がぼくを さぶってる。

 

「ドップンドップン」

 

「どうしよう。」

 

「ハアハア」
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やっと を ったら、

 

そいつが、

 

そいつが、

 

そのながーい舌でべローンとぼくの顔をなめたんだ。

 

「きゃあー」

 

「ぼく、食べられちゃうんだ。助けて！」
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をぎゅうっとつぶって、 をひっくひっくさせて泣いた。

 

「おい！おーい！お はお化けなんだから、ふわふわ べるんだよ。なに泣いてるのさ」

 
 

おねえちゃんの声だ！

 
 

そうっと を けたら、おねえちゃんに っこされて、浮かんでいた。

 

「ああ、 かった」　
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おねえちゃんにしがみついて を ろした。

ほんとにあの きな は、かみつかないんだろうか？

 

「おねえちゃん。ほんとうに かんでるよ」

 

「あたりまえよ　お けなんだから」

 

「おねえちゃん き。 きくなったら　おねえちゃんと することにした」

 

「あああ。 は、ほんとにワカランチンなおばけ。

きょうだいは　 できないのよ」
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「エエーッ　」

 

びっくりしたとたん、

っこちちゃった。
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「わー　あいつが る。こわーい」

 
ビャーっと　

いたら、

そいつは

ぼくの を

みんな、なめてくれた。
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「おまえ、だれ？」

 

「おれ、

なんじゃもんじゃのベローン」

 

の を くと、

 

なんだかとっても かかった。
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こうしてぼくにも の に ができた。

 

こんどは

ちゃんと

ひとりでふわふわ かんでおうちに ったよ。　
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